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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■
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院内散歩院内散歩
へぇ～、病院にこんな楽しい所があったんだ。

　大原美術館が若手作家の支援として行って
いるＡＲＫＯ（アルコ：Artist in Residence 
Kurashiki, OHARA、倉敷に滞在し、児島虎
次郎のアトリエで制作する）の第１回に招聘
された 津上みゆき氏の作品です。

　津上さんは、時々の景色をその場でスケッ
チし、そこにある時間と空間を「眺め」＝

「View」としてキャンバスに描き出します。

　本作品の制作にあたり、倉敷に5日間滞在
し、スケッチ取材を行いました。屋根瓦ひと
つひとつにも人の手を感じ、折り重なる眺望
の中にも人の暮らしを見つつ、それらを縫う
ように縦横に流れる水路を描くうちに、その
本流である高梁川の源流付近にまで赴き、こ
の滞在で得た事柄を軸に、様々な視点の4枚の
作品をひとつの連なりとして描いたそうです。

　「田舎の景色に似てるんですよ」と懐かしそ
うに眺めていらっしゃる方がいました。

●うぐいす通りの絵画●
"View ― A story of water, 2010"

3
院内散歩

うぐいす通りの絵画
"View － A story of water, 2010"

10

ヘルシーリビング
　形成外科　部長　藤岡　佑介

下肢静脈瘤のお話

15
ＱＱ車

くらちゅう寄席
　大満足の笑いと笑顔が

14
提案箱から

外来トイレにペーパータオルもしくは
ハンドドライヤーを設置してほしい

8
トピックス

わが街健康プロジェクト。
ブロンズサポーター誕生

7
お知らせ

土曜日の診療体制のご案内
外来診療のお知らせ

4

インタビュー
泌尿器科　主任部長　寺井　章人

手術ロボット　ダヴィンチの紹介
　人の手と同じ動きをする
　４本の手術用アーム（腕）
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（
図
４
）。
し
か
も
人
間
の
関
節
よ
り
は

る
か
に
大
き
な
可
動
域
を
持
ち
、
手
先

の
震
え
が
伝
わ
ら
な
い
手
ブ
レ
補
正
機

能
が
あ
り
ま
す
。
あ
た
か
も
両
手
で
直

接
手
術
器
具
を
持
っ
て
操
作
し
て
い
る

よ
う
な
感
覚
で
手
術
す
る
こ
と
が
で
き
、

肉
眼
で
は
見
え
な
い
血
管
の
一
本
一
本

ま
で
明
瞭
に
確
認
で
き
、
精
密
な
手
術

操
作
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
手
術
を
す
る
の
で
す
か
？

寺
井　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た
手
術
で

現
在
保
険
適
用
に
な
っ
て
い
る
の
は
前

立
腺
が
ん
に
対
す
る
前
立
腺
全
摘
除
術

の
み
で
す
。

　

医
療
機
器
と
し
て
は
心
臓
血
管
外
科

を
除
く
外
科
系
各
領
域
で
の
使
用
が
厚

生
労
働
省
の
承
認
を
得
て
い
ま
す
。
前

立
腺
が
ん
以
外
で
は
、
胃
が
ん
、
直
腸

が
ん
、腎
が
ん
、膀
胱
が
ん
、子
宮
が
ん
、

肺
が
ん
、
縦
隔
腫
瘍
に
対
し
て
、
大
学

病
院
を
中
心
に
自
費
診
療
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
は
高
額
機
器
で
す
の
で
、
自
費
診
療

で
行
お
う
と
す
れ
ば
か
な
り
高
額
に
な

る
た
め
、
前
立
腺
が
ん
以
外
で
数
多
く

の
手
術
を
行
っ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部

の
施
設
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
が
す
る
手
術
と
、
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
違
う
の
で
す
か
？

寺
井　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
と
い
う
機
械
を

使
っ
て
人
が
す
る
腹
腔
鏡
手
術
で
す
の

で
、
手
術
の
や
り
方
自
体
は
腹
腔
鏡
手

術
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。

●
メ
リ
ッ
ト

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
傷
口

が
小
さ
く
て
済
む
、
出
血
が
少
な
い
、

術
後
の
痛
み
が
少
な
い
、
回
復
が
早

外
科
系
の
各
領
域
で
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
、
そ
の
腹
腔
鏡
手
術

に
使
用
す
る
機
械
で
す
。
内
視
鏡
は
最

大
15
倍
の
ズ
ー
ム
機
能
を
も
つ
３
次
元

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
像
で
あ
り
、
体
内
を

鮮
明
か
つ
立
体
的
に
拡
大
視
野
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
術
用
ア
ー
ム
は

４
本
あ
り
、
１
本
に
内
視
鏡
、
残
り
の

３
本
に
手
術
用
器
具
を
装
着
し
ま
す
。

手
術
用
器
具
は
先
端
近
く
に
２
個
の
関

節
が
あ
っ
て
自
由
に
曲
が
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

執
刀
医
は
コ
ン
ソ
ー
ル（
操
作
用
卓
）

に
腰
掛
け
て
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
の
ぞ
き

な
が
ら
手
術
し
ま
す
（
図
２
）。
マ
ス

タ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
図
３
）
に
親

指
と
人
差
し
指
を
軽
く
か
け
て
手
首
を

ひ
ね
る
と
、
そ
の
動
き
の
2
分
の
1
～

5
分
の
1
の
幅
で
正
確
に
動
き
ま
す

と
そ
の
通
り
正
確
に
動
く
手
術
用
ア
ー

ム
（
腕
）
４
本
か
ら
な
る
機
械
（
図
１
）

で
あ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
的
に
動
い

て
手
術
を
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

腹
腔
鏡
手
術
と
い
う
手
術
方
法
を
お

聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
皮
膚
切
開
を
行

わ
ず
、
体
に
数
か
所
の
小
さ
な
孔
を
開

け
て
、
そ
こ
か
ら
内
視
鏡
や
手
術
器
具

を
挿
入
し
て
行
う
低
侵
襲
（
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
）
の
手
術
方
法
で
、
既
に

手
術
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
入
っ
た
そ
う

で
す
が
、ど
の
よ
う
な
機
械
で
す
か
？

寺
井　

ロ
ボ
ッ
ト
と
言
え

ば
、
人
間
の
形
を
し
た
ア

シ
モ
や
自
動
で
動
く
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
を
思
い
浮
か

べ
る
方
が
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
手
術
用
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」

は
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
ま

す
。
人
間
が
手
を
動
か
す

手
術
ロ
ボ
ッ
ト 

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
紹
介

　

人
の
手
と
同
じ
動
き
を
す
る

　

４
本
の
手
術
用
ア
ー
ム
（
腕
）　

　

泌
尿
器
科　

主
任
部
長

　
　
　

寺
井　

章
人

図１

図２図４

図３
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の
合
併
症
が
ま
れ
に
起
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
手
術
後
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
下
肢
の
疼
痛
が
出
現
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
手
術
方
法
の
決
定
は
よ
く
考
え
て

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
米
国
で
開
発
さ
れ
た

医
療
機
器
で
す
。
優
れ
た
機
械
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
す
が
、
手
術
す
る
の
は

人
間
で
す
か
ら
、
高
い
技
術
を
持
つ
医

師
の
手
に
か
か
れ
ば
開
腹
手
術
、
腹
腔

鏡
手
術
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
の
い
ず
れ

で
あ
っ
て
も
治
療
成
績
に
大
き
な
差
は

な
い
と
い
う
こ
と
は
明
言
で
き
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
だ
か

ら
優
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
短
絡
的

な
思
い
込
み
は
せ
ず
、
各
人
が
熟
慮
し

た
上
で
手
術
方
法
を
決
定
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
す
が
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
で
は
そ
の

よ
う
な
要
因
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
全
例
で
同
じ
よ
う
に
手
術
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
デ
メ
リ
ッ
ト

　

い
っ
ぽ
う
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
の
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
極
端
に
頭
を
低
く

し
て
（
頭
が
水
平
よ
り
25
度
低
い
）
手

術
を
行
う
た
め
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾

患
、
緑
内
障
を
お
持
ち
の
一
部
の
患
者

さ
ん
に
は
手
術
が
で
き
ま
せ
ん
。
以
前

に
腹
部
手
術
（
盲
腸
を
除
く
）
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
、
身
長
１
６
０
㌢
以
下
、

高
度
の
肥
満
の
患
者
さ
ん
も
適
応
外
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
開
腹
手
術
よ
り
手

術
時
間
が
長
め
に
な
り
ま
す
。

　

頭
を
低
く
し
て
手
術
を
す
る
た
め
、

脳
圧
・
眼
圧
の
上
昇
、
神
経
障
害
な
ど

い
、
機
能
を
温
存
で
き
る
可
能
性
が
高

い
（
術
後
の
尿
失
禁
や
勃
起
機
能
）
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

手
術
を
行
う
医
師
に
と
っ
て
は
、
安

全
か
つ
精
密
な
手
術
が
で
き
る
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
全
員
で
同
じ
監
視
画
面

を
見
な
が
ら
手
術
を
進
め
る
の
で
教
育

面
で
非
常
に
有
益
で
あ
る
、
前
立
腺
を

摘
出
し
た
後
の
膀
胱
尿
道
吻
合
が
確
実

に
行
え
る
た
め
、
吻
合
部
か
ら
の
尿
漏

れ
が
少
な
く
安
心
で
き
る
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
通
常
の
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
全
摘

除
術
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
手
術
を
行
え

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
経

験
が
必
要
で
す
が
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術

で
は
技
術
習
得
が
比
較
的
早
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
開

腹
手
術
で
は
患
者
さ
ん
の
体
格
に
よ
っ

て
手
術
の
難
易
度
が
大
き
く
影
響
さ
れ

土曜日の診療体制のご案内
　土曜日の外来診療体制の見直しを行い、平成26年７月１日
現在、以下のように変更いたしました。ご理解のほど、よろ
しくお願いいたします。

診療科 変更内容
循環器内科 全面休診
神経内科 全面休診
整形外科 全面休診
泌尿器科 全面休診
耳鼻咽喉科・頭頸部外科 全面休診
外科 初診のみ休診

産婦人科　　 予約診療のみ
（不妊外来、妊婦検診）

　なお、８月１日からは形成外科も次のように変更いたします。

形成外科　 第１・３・５は全面休診
第２・４は予約診療のみ

外来診療のお知らせ
　次の診療科の初診は、「完全紹介制＊」とさせていただきます。

⃝整形外科　　⃝精神科　　⃝糖尿病内科
⃝内分泌代謝科　　⃝リウマチ・膠原病科

　＊原則、事前予約が必要です。

・紹介状をお持ちの方は、紹介元医療機関を通して予約をお
取りいただくか、当院地域医療連携室（1-8番）086-
422-5024で直接、予約をお取りください。

・上記の診療科の再診はご予約のある方のみの診療となります。
・詳しくは、総合案内（1-10番）でお問合せください。



9 8

NEWS
NO.21

T
O
P
I
C
S

倉敷市本町１７番１号

～心かよう地域医療～
love our community

地域の医療をともに考える「わが街健康サポーター」
あなたも参加してみませんか？

①医療機関と上手に付き合う
②病気の予防と健康維持
③倉敷をもっと好きになる

活動テーマ ３つのテーマの実現にむけて、ご自身が行動
し、さらに周囲の皆さんに伝えてくださる方を
「わが街健康サポーター」とお呼びします。
プロジェクトに興味をお持ちでしたら、どなた
でもご参加いただけます。

共催病院・後援 ※50音順で掲載しています

love our community

あずま会倉敷病院  倉敷紀念病院  倉敷市立児島市民病院  倉敷スイートホスピタル  倉敷成人病センター
倉敷第一病院  倉敷中央病院  倉敷平成病院  倉敷リハビリテーション病院  倉敷リバーサイド病院

児島中央病院  重井医学研究所附属病院  しげい病院  松田病院  水島中央病院  倉敷市  倉敷商工会議所  倉敷市保健所

2014年8月29日（金）13:00～15:50

「調子が悪いと感じたら
　－地域の医療機関は連携して役割分担をしています－」

山西 あさみ  先生

倉敷市民会館 大会議室（２階）

講 演

お問い合わせ・参加お申込み先
086-422-5218　倉敷中央病院 地域医療連携室

事前申込を
お願いします

主 催

倉敷中央病院 救急科 田村 暢一朗  先生

「地域連携の中での重症外傷患者診療
　　－機能回復を目指して－」

（13:00受付開始）

第４回講演会 参加無料

住 所

おめでとうございます！

第3回では74名の方がブロンズクラス認定！

会 場 今回から変わります

健やかブース

健康相談、健康測定、介護相談、
お薬相談、栄養相談
などを行います。

13:00～13:50
公共交通機関を
ご利用ください

駐車場に限りがあります。
できるだけ公共交通機関を
ご利用ください。

医療法人 創和会 しげい病院 内科部長

受講セット（バッグ、
ファイル、スタンプカード）を
お持ちの方は、当日
ご持参ください。

わが街健康プロジェクト。
　－ブロンズサポーター、74名誕生！

５月22日、「わが街健康プロジェクト。」第３回講演会
が開催され、222名が参加されました。このプロジェクト
は地域の医療機関が連携して、それぞれの特長を生かし
た医療を継続して行う地域完結型医療を学び、その実現
に参加していただくことを中心に、病気の予防と健康維
持を図り、私達の暮している倉敷をもっと好きになって
いただくことを目的とした活動です。

昨年11月、地域の13（現在15）医療機関が協力してスター
トし、第２回より倉敷市、倉敷商工会議所、倉敷市保健
所の後援をいただいています。

第３回は倉敷平成病院 認知症疾患医療センター セン
ター長 涌谷陽介先生の「認知症の理解と予防」、医療法
人和香会 倉敷スイートタウン 理事長　江澤 和彦先生の

「地域包括ケアってなに？－住みなれた地域で暮らし続け
るために－」の講演がありました。

また、３回すべてに参加された74名の方に、ブロンズ
サポーターの認定と、記念品（保険証ケース）の授与が
行われました。ブロンズの方のインタビューでは「病

院と病院との連携を学
び、医療をスムーズに受
けられるありがたさを
知った」と嬉しいおこ
とばをいただきました。

ブロンズサポーターの
方には今後、医療職との

意見交換会に参加していただいたり、この活動の中で学ん
だことを地域の方に広めていっていただきたいと思ってい
ます。

私たちにはもっともっと多くの仲間が必要です。講演
会は年４回を予定しています。これから参加される方、
大歓迎です。一緒に倉敷の医療を考えていきましょう。
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瘤
の
状
態
に
よ
っ
て
伏
在
静
脈
瘤
、

側
枝
静
脈
瘤
、
網
目
状
静
脈
瘤
、
く
も

の
巣
状
静
脈
瘤
の
よ
う
な
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
の
は

「
ど
の
よ
う
な
静
脈
瘤
が
重
症
で
、
手

術
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
で
す
。

重
症
度
は
、
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
を

七
段
階
に
分
け
た
国
際
的
な
分
類
に

よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。
発
疹
や
潰
瘍
が

あ
る
場
合
は
重
症
で
手
術
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
の
症
状
が
な

け
れ
ば
基
本
的
に
良
性
の
疾
患
で
す
の

で
、
手
術
を
受
け
る
か
ど
う

か
は
患
者
さ
ん
に
決
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
破
裂
し
て

大
出
血
を
す
る
と
か
、
血
の

塊
が
頭
に
流
れ
て
い
き
大
変

な
こ
と
に
な
る
、
と
心
配
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
生
命
の
危
機
と
な
る

よ
う
な
症
状
を
起
こ
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
静
脈
瘤
に
詳
し

く
な
い
医
師
か
ら
「
気
に
す

る
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ
れ

て
放
置
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
重

症
化
す
る
と
治
療
は
難
渋
し
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
や
は
り
一
度
専
門

医
の
診
察
を
受
け
て
判
断
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

検
査

エ
コ
ー
（
超
音
波
）

以
前
は
血
液
の
流
れ
を
聴
診
す
る

ド
ッ
プ
ラ
ー
血
流
検
査
や
、
よ
り
詳
し

い
血
管
造
影
検
査
な
ど
も
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
エ
コ
ー
で
の
検

査
が
主
流
で
す
。
針
を
刺
し
た
り
、
造

影
剤
や
放
射
線
を
用
い
る
こ
と
が
な
く
、

簡
便
で
あ
り
な
が
ら
非
常
に
信
頼
の
お

け
る
検
査
で
す
。

当
科
で
は
診
断
の
た
め
外
来
診
察
時

と
、
部
位
の
確
認
の
た
め
手
術
直
前
に

行
っ
て
い
ま
す
。
１
回
の
検
査
は
10
数

分
で
終
わ
り
ま
す
。

症
状静

脈
瘤
と
い
う
く
ら
い
で
す
の
で
、

ま
ず
は
血
管
が
膨
ら
ん
で
く
る
こ
と
が

一
番
分
か
り
や
す
い
症
状
で
す
。
初
期

に
は
血
管
が
膨
れ
る
こ
と
に
よ
る
外
見

の
悪
さ
、
だ
る
さ
、
こ
む
ら
返
り
等
が

あ
り
ま
す
が
、
進
行
す
る
と
皮
膚
の
炎

症
を
起
こ
し
て
、
最
終
的
に
は
皮
膚
に

穴
が
開
く
（
皮
膚
潰
瘍
）
こ
と
も
あ
り

ま
す
。（
表
１
）

脈
は
動
脈
と
異
な
り
、
心
臓
の
よ
う
な

ポ
ン
プ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
静
脈

で
は
逆
流
を
防
ぐ
弁
と
、
筋
肉
が
血
管

を
圧
迫
し
て
ポ
ン
プ
と
な
る
こ
と
で
、
血

液
を
心
臓
に
押
し
戻
し
て
い
る
の
で
す
。

立
ち
仕
事
や
妊
娠
で
の
圧
迫
に
よ
り

血
液
の
流
れ
が
停
滞
し
た
り
、
静
脈
の

弁
が
合
わ
ず
血
液
が
逆
流
す
る
と
、
血

管
が
瘤
状
に
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
こ
の

状
態
が
続
く
と
ま
す
ま
す
血
管
が
太
く

な
り
、
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
る
と
い

う
悪
循
環
に
陥
る
の
で
す
。

静
脈
瘤
の
で
き
や
す
い
人
は
？

男
性
よ
り
女
性
に
多
く
、
立
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
方
に
発
症
し
や
す
い
よ

う
で
す
。
妊
娠
・
出
産
を
き
っ
か
け
に

発
症
し
た
り
、
遺
伝
の
影
響
も
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肥
満
の
方
も
注
意

が
必
要
で
す
。

静
脈
瘤
と
は

太
も
も
や
す
ね
の
血
管
が
太
く
浮
き

出
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
り
、
青
や
赤

紫
色
に
透
け
て
見
え
る
病
気
で
す
。
人

類
に
特
有
の
病
気
で
す
が
、
こ
れ
は
人

が
立
っ
て
歩
く
よ
う
に
な

り
、
足
の
血
液
が
心
臓
に

戻
り
に
く
く
な
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ

た
血
液
は
動
脈
を
通
っ
て

全
身
に
運
ば
れ
ま
す
。
そ

の
後
は
静
脈
を
通
っ
て
ま

た
心
臓
に
戻
り
ま
す
。
静

下
肢
静
脈
瘤
の
お
話

形
成
外
科　

部
長　

藤
岡　

佑
介

表１

・血管がコブ状に膨れる、
血管が浮き出ている

・だるい、重い、痛い
・むくみ
・かゆみ
・寝ているときに脚がつる
・血管に沿って赤く腫れて
痛い

・皮膚が茶色になっている
・発疹がでている
・潰瘍や出血

側枝静脈瘤

くもの巣状静脈瘤

伏在静脈瘤

網目状静脈瘤
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残
っ
た
血
管
が
瘤
に
な
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
す
。
し
か
し
適
切
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
で
、
大
き
な
再
発
を
防
ぐ
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。

生
活
で
の
注
意
点

長
時
間
の
立
位
や
坐
位
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
仕
事
な
ど
で
立
つ
こ
と
が
避

け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
時
々
つ
ま
先
立

ち
な
ど
の
運
動
を
し
た
り
、
休
憩
時
間

に
足
を
高
く
し
て
休
む
な
ど
工
夫
を
し

て
く
だ
さ
い
。

夜
は
少
し
足
を
高
く
し
て
寝
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
（
10
㌢
く
ら
い
）。

静
脈
瘤
の
場
合
は
、
高
位
結
紮
術
な
ど

の
手
術
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
ま
す
。

手
術
後
の
生
活

術
後
２
日
間
は
包
帯
で
固
定
を
し
ま

す
の
で
入
浴
で
き
ま
せ
ん
。
術
後
３
日

目
か
ら
は
シ
ャ
ワ
ー
浴
が
可
能
で
す
。

自
宅
で
傷
口
に
軟
膏
を
塗
っ
て
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
を
着
用
し
ま
す
。

１
週
後
に
受
診
し
て
、
抜
糸
を
し
ま

す
。
そ
の
後
も
１
か
月
間
は
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
を
着
用
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
立

ち
仕
事
な
ど
を
続
け
る
方
は
着
用
を
継

続
し
て
再
発
を
予
防
し
ま
す
。

よ
く
覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
で
す
が
、
治
療
を
受
け
て
も
再

発
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
す
べ
て
の
血
管
を
処
理
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
し
、
立
ち
仕
事
な

ど
原
因
と
な
る
生
活
習
慣
が
続
け
ば
、

静
脈
瘤
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
血
管
を

根
元
で
結
紮
し
て
（
縛
っ
て
血
行
を
と

め
て
）切
り
離
す
手
術
で
す
。瘤
と
な
っ

て
い
る
血
管
は
切
除
し
た
り
、
切
ら
ず

に
硬
化
剤
と
い
う
薬
を
注
射
し
て
潰
し

ま
す
。
小
範
囲
の
局
所
麻
酔
で
す
む
の

で
日
帰
り
手
術
が
可
能
で
す
。

当
初
は
根
元
の
部
分
だ
け
を
処
置
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
再
発

が
多
い
た
め
、
現
在
は
１
～
２
か
所
の

追
加
切
開
を
し
て
血
管
を
結
紮
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
小
さ
く
切
開
し
ま
す

の
で
、
傷
が
目
立
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
硬
化
療
法

硬
化
剤
と
い
う
薬
を
注
射
し
て
炎
症

を
起
こ
し
、
血
管
を
閉
塞
さ
せ
る
治
療

で
す
。
く
も
の
巣
状
や
網
目
状
な
ど
の

細
い
静
脈
瘤
に
行
い
ま
す
。
や
や
太
い

　
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術

昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
手
術
で
、
原

因
と
な
っ
て
い
る
血
管
に
ワ
イ
ヤ
ー
を

通
し
て
抜
き
取
り
ま
す
。
確
実
性
が
高

く
再
発
も
少
な
い
で
す
が
、
全
身
麻

酔
と
長
期
の
入
院
が
必
要
な
こ
と
や
、

時
々
足
の
し
び
れ
を
来
た
す
こ
と
が
欠

点
で
し
た
。

現
在
は
局
所
麻
酔
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
手
術
部
位
を
限
定
す
る
こ
と
で

し
び
れ
も
ほ
と
ん
ど
生
じ
ま
せ
ん
。
入

院
期
間
も
１
泊
２
日
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。再

発
し
や
す
い
原
因
を
お
持
ち
の
方

や
、
重
度
の
症
状
の
方
に
適
応
が
あ
り

ま
す
。

　
高
位
結
紮
手
術

最
も
多
く
行
っ
て
い
る
手
術
で
す
。

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
最
も
大

変
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

外
来
で
脚
の
太
さ
を
３
か
所
計
測
し

て
、
適
し
た
サ
イ
ズ
の
も
の
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
締
め
付
け
が
強
い

の
で
慣
れ
る
ま
で
は
着
用
に
苦
労
し
ま

す
。
緩
い
も
の
を
希
望
さ
れ
る
方
も
い

ま
す
が
、
圧
迫
す
る
の
が
目
的
な
の
で
、

あ
ま
り
弱
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

慣
れ
て
し
ま
え
ば
静
脈
瘤
の
症
状
が
あ

る
方
は
、
履
い
た
ほ
う
が
足
が
軽
く
楽

に
な
り
ま
す
。

以
前
に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、

サ
イ
ズ
が
合
っ
て
い
れ
ば
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
が
、
次
第
に
伸
び
て
き
ま

す
の
で
、
６
か
月
を
目
安
に
交
換
を
お

勧
め
し
ま
す
。

手
術
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
術
後
１

か
月
の
着
用
が
必
要
で
す
。

治
療治

療
を
受
け
る
か
ど
う
か
で
悩
ま
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
基
本

的
に
、
困
っ
て
い
る
よ
う
な
症
状
が
な

け
れ
ば
、
無
理
に
治
療
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
見
た
目
が
悪

い
こ
と
も
あ
り
、
女
性
で
は
美
容
的
な

観
点
か
ら
手
術
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
立
ち
仕
事
を
し
て
い
た
り
、

皮
膚
症
状
が
あ
る
重
症
の
方
に
は
、
む

し
ろ
積
極
的
に
治
療
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

　
圧
迫
療
法

弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
、
締
め

付
け
る
タ
イ
プ
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履

い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
番
簡
単
で
す

が
、
根
本
治
療
で
は
な
く
一
生
履
き
続
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提案箱提案箱
この病院のココが好き。ココが嫌い。

　外来トイレにペーパータオルもしくはハンドドライヤーを設
置してほしい。

　外来トイレにペーパータオルもしくはハンドドラ
イヤーを設置してほしいというご要望は、以前から
何度か提案を受けています。
　外来の中央トイレは調査によると1日に2000人
近くの方々が利用されていますが、このような多数
の人々が利用されるトイレにペーパータオルを設置
した場合、ペーパータオルの供給や使用済みの紙く
ずの処置は、とうていトイレ清掃要員の労力で対応
できるものではありません。このように多数の方々
が利用されるトイレへのペーパータオルの設置は無
理があると考えています。
　一方、ハンドドライヤーの設置については、ペー
パータオルのような維持管理上の問題はありません
が、ハンドドライヤーがエアージェットにより手に
付いた水を吹き飛ばし、周囲に拡散させる構造であ
るため、病院ではもっとも重要な課題である感染対
策上の問題をはらんでいます。
　これら病院の諸事情を勘案いたしますと、ご自身
の清潔なハンカチで手を拭いていただくのがもっと
も安心と考えられますので、ご理解のほど、よろし
くお願いいたします。

ＱＱ車は、皆さまに倉敷中央病院のできごとを運ぶ（お伝えする）コーナーです。

QQ車QQ車

６月７日午後２時。「チン
シャラテン、ドンドン」賑や
かな出囃子に乗って満面の笑
顔で噺家さんが舞台に上がっ
てきました。「ホンマにぎょ
うさんの方にお運びいただ
き、ありがとうさんでござい
ます」軽快な関西弁で落語が始まりました。会場の
セントラルパーラーには、緋毛氈と金屏風の本格的
な寄席舞台が設けられ、入院患者さんや付き添い家
族の方達が次々と来場されました。

出し物は「厩火事：夫婦
喧嘩の話」「おごころもち
盗人：間抜けな泥棒の話」
など４題。噺が進むにつれ
演者の話術や所作に思わず
引き込まれ、大きな笑い声

の輪が会場一杯に広がります。
観客の中には、あまり長い時間は病状的に無理なた

め付き添いの人に促され渋々と退場する落語好きの
患者さんや、初めて本物の落語を見たとのことで身じ
ろぎもせずに聞き入る小学生、連日の付き添いで疲れ
たので気分転換にやって来たという女性など、沢山の
方が入れ代わり立ち代わりで会場を訪れました。

「病院でこんな
本格的な寄席が観
られるとは思わな
かった」「久しぶり
に笑って爽やかな
気持ちになれた」
等の大満足の声が
聞かれました。

くらちゅう寄席
　　大満足の笑いと笑顔が

「Kニュース」は、皆さまと当院のコミュニケーションの場です。お気
軽にご意見をお寄せいただいて、皆さまとともによりよい病院にして
いきたいと願っています。
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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
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■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■


